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３．原因別の重大事故発生状況 

（１）発生状況 

平成２９年中の重大事故発生状況を原因別にみると、図３－１に示すとおり、車両故障に起

因するものを除けば、乗務員に起因するものが多く、中でも運転操作不良が大部分を占めてい

る。 

また、原因別重大事故の発生状況の推移をみると、図３－２に示すとおり、車両故障に起因

するものが増加傾向にあり、乗務員に起因するものでは横ばい、相手方に起因するものでは、

減少傾向にある。 

 

〔図３－１〕 原因別重大事故発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗務員に

起因するもの

1,929件

[前年比＋91件]
(36.4%)

車両故障に

起因するもの

2,495件

[前年比－137件]
(47.0%)

相手方に

起因するもの

772件

[前年比－83件]
(14.6%) 他の車両等

の不注意

566件

(10.7%)

車両故障

2,495件
(47.0%)

総件数

5,305件

[前年比－115件]
(100.0%)

運転操作

不良

1,552件

(29.3%)

歩行者

（自転車を含む）

123件
(2.3%)

その他 109件

[前年比＋14件]
(2.1%)

その他

43件
(0.8%)

旅客 33件 (0.6%)
道路 7件 (0.1%)

乗務員の状態 70件 (1.3%)
健康状態 298件 (5.6%)
積載物 8件 (0.2%)
車掌 0件 (0.0%)
応急処置 1件 (0.0%)


